
○既習事項や経験を基に根拠のある予想や仮説を立てる

○出会いの活動から気付きや疑問を出し合う

■小学校理科の授業では、本市の児童の実態から、「思考力、判断力、表現力
等」（問題解決の力）を育成するために、問題解決の過程を通じた学習活動
に取り組むことが大切です。
■今回の調査で、特に課題とされた点を「ココがポイント！」として示しまし
た。以下の点を意識しながら授業を組み立てましょう。
・問題を解決するために、自然の事物・現象に影響を与える要因を予想し、
どの要因が影響を与えるのかを調べる方法を考えること。
・自然の事物・現象について、気付きなどから得られた視点を基に、分析・
解釈し、そこから得た差異点や共通点を基に、問題を見いだすこと。

◆「確かめたい！」という思いを生

じさせるために、「どうして？」

「知らなかった」と思うような出

会わせ方を工夫しましょう。

○予想や仮説を確かめる方法を計画する

○予想が正しい場合の結果を見通す

○個人の疑問を全体の問題に設定する

◆結論と正対したクラス全体とし
ての問題をつくるために、結論
の文型を基本に、気付きや疑問
を違いや似ている点ごとに整理
し、問題を設定しましょう。

◆個人の考えを共有しやすく
するために、言葉だけでは
なく、イメージ図等も活用
させましょう。

問題を見いだす力

◆予想が正しかった場

合の観察、実験の結

果がどのようになる

のか見通し、他者と

共有する場を設けま

しょう。

◆予想を確かめるための観

察、実験方法にするために、

妥当性を検討し、条件を正

しく制御できているか確認

させましょう。

【問題】
どうしたら振り子
の１往復の時間
を、変えられるの
だろうか。

【仮説】振り子の１往復の時間は、おもり
の重さによって変えられると思います。理
由は、おもりが重い方がより大きな力がは
たらいて速く動くと考えたからです。

予想や仮説を発想する力

条件によって、振
り子の１往復の時
間を短くすること
はできそうだね。

長さ、重さ、振れ
幅を変えると振り
子の１往復の時間
が変わるみたい。

おもりの重さかな？

糸の長さかな？

どうやったら１往復の

時間を変えられるのか

な？

私の予想

が正しい

場合はこ

んな結果

になると

思う。

おもりの重さに

ついて調べたい

から、変えるの

はおもりの重さ

だけにして、振

り子の長さと振

れ幅は同じにし

なくちゃ。

出会いの
活動から

結果の見通し

【ＩＣＴの活用】Ａ１

・動画機能の活用

⇒情報を共有し、

繰り返し確認でき

るだけでなく、ス

ロー再生や停止し

て活用できます。

【ＩＣＴの活用】Ｂ４

・キャンバやスライドなどの活用

予
想
や
仮
説

問
題

出
会
い

計
画
・
結
果
の
見
通
し

解決の方法を発想する力

10往復の時間を計

って 1 往復の平均

を出そう。5回は測

ろう。表に記録して

から棒グラフにし

たら分かりやすい

ね。
私は振り子

の長さで１

往復の時間

が変わると

予想した

よ。だか

ら、こんな

結果になる

と思う。



○予想や仮説と照らし合わせながら観察、実験する

○得られた結果を整理する

○結果を「結果の見通し、予想や仮説」と照らし合わせる

○問題に正対した内容でまとめる より妥当な考えをつくりだす力

○目的に合わせた知識や技能を適用する

◆自分の実験方法や結果の妥

当性を確かめるために、他

の班の実験の様子を見に行

かせましょう。

◆結果からどんなことが言える

のかを分析しやすくするため

に、得られた数値等を表やグ

ラフなどに整理させましょう。

◆結論は、結果（事実）から考えられる

ことを基に、問題に正対した文章でつ

くらせましょう。

①まとめるため

に、結果（重さ）

を、まず自分の

「結果の見通

し、予想や仮説」

に照らし合わさ

せましょう。

②結果が自分の予

想や仮説と違っ

ていた場合は、

誰の「結果の見

通し、予想や仮

説」に当てはま

るのかを見直す

場を設けましょ

う。

◆知識や技能を更に一

般化させるために、

ものづくりや、日常

生活に、得た知識や

技能を活用させる場

を設けましょう。

【考察】振り子の１往復の時間は、おもりの重さや振れ幅を変えても

変わらず、振り子の長さを長くすると長く、振り子の長さを短くする

と時間も短くなった（事実）。つまり、振り子の１往復の時間は、振

り子の長さを変えるという予想が正しいことが分かった（解釈）。

【結論】
振り子の１往復の時間は、振り子の長さを変
えることによって変えられる。

私たちは、振り子の長さでし

か１往復の時間は変わらなか

ったけど、あなたの班はどう

なの？本当に重さでは変わら

ない？

記録した表

をグラフに

整理して、

分析しやす

くしよう。
【事実】振り子

は振り子の長さ

を長くすると１

往復の時間は長

く、短くすると

短くなった。グ

ラフを見ると分

かりやすいね。

【考察】①結果はおもりの

重さを変えたけど、１往復

の時間は変わらなかった。

私はおもりの重さが関係し

ていると思ったけど、おも

りの重さは関係なかった。

⇒何が要因？

メトロノームも一

定のリズムで動く

から同じ仕組みが

使われているのか

な？

結果（長さ）

結果（重さ） 結果の見通し（重さ）

結果の見通し（長さ）

【ＩＣＴの活用】Ｂ２

・動画機能の活用

⇒時間を計測した

り、スローで確認

することもでき

る。

【ＩＣＴの活用】Ｃ１、Ｃ３

・スプレッドシート等の活用

⇒複数の班のデータを共有

できます。

【ＩＣＴの活用】Ｃ３

・フィグジャムなどのホワイトボードアプリケーション等を活用した交流

【ＩＣＴの活用】Ｂ１、Ｂ４
・スライド等を活用したまとめや振り返り

結

論

観
察
・
実
験

考

察

結
果

一
般
化

【考察】②結果は振り
子の長さを短くすると
１往復の時間が短くな
った。結果の見通しや
予想と照らし合わせる
と、○○さんの予想ど
おり、振り子の長さだ
けが、振り子の１往復
の時間を変える条件だ
と言える。

メトロノームのど

部分の長さが変わ

ると速さが変わる

のかを観察してみ

よう！



○日常生活に関連させて、問題を提示する

v

ｖ

○既習事項や経験を基に根拠のある仮説を立てる

問
題
の
把
握

仮
説
の
設
定

観
察
・
実
験

ルート１

ルート２

【ＩＣＴの活用】A１

・グーグルアースとスライ

ド等の活用

⇒日常生活で利用して

いるものなどを教材と

して用いることができ

ます。

■中学校理科の授業では、本市の生徒の実態から、「思考力、判断力、表現力等」（科学

的に探究する力）を育成するために、探究の過程を通じた学習活動に取り組むことが

大切です。

■今回の調査で、特に課題とされた点を「ココがポイント！」として示しました。以下

の点を意識しながら授業を組み立てましょう。

・解決可能な問題を設定し、予想や仮説に基づいて、観察、実験を計画して、探究の

過程を見通したり構想したりすること。

・事象の観察から抽出した要因や実験の結果などの情報を分析・解釈し、判断したり

推論したりすること。

【予想】

距離が短いからル

ート１のほうが早

いかな？

【予想】

下り坂と上り坂

があるから結果

として、同じに

なるかな？

【予想】

下り坂があるからそ

の分ルート２の方が

早くなるかな？

ルート１

ルート２◆検証可能な実験
器具を適切に使
いましょう。

【問題】鉄球が早くゴールするのは１と２のどちらの
ルートか。

ルート１

A C

◆「調べたい！」という思いを生じ

させるために、「なぜだろう？」

と思うような問題との出会い方を

工夫しましょう。

【仮説】A、B、Cの各部分に分けて

共通点と差異点を比較し、速さの変化

や進んだ距離の違いに着目して分析

し、仮説を立てる。

◆個人の考えを共有しやす
くするために、言葉だけ
ではなく、イメージ図等
も活用させましょう。

仮説を発想する力

○仮説を確かめる方法を計画する

ダウンロード

◆仮説を確かめるための観

察、実験方法にするために、

妥当性を検討し、条件を正

しく制御できているか確認

させましょう。

A B C

鉄球を同じ高さから

同時に放したら、ど

ちらが先にゴールす

るだろうか？

ルート１と２のどち

らが早いかは、実験

してみないと分から

ないね。

ルート１と２のコース以外の条件をすべ

て、同じにしなければいけないね。

ルート１と２に、

いくつかの地点の

速さを計測するポ

イントを設けて、

速さの変化を比較

すればよいのでは

ないのだろうか？

【ＩＣＴの活用】B２，C２

・共同編集機能の活用

⇒スプレッドシートなどを活用

すると，数値を表でまとめること

ができます。

速さは、速度

測定器で測ろ

う。

※ルート２を再現

しています。

※ルート１を再現

しています。

【ＩＣＴの活用】B1、Ｃ２

・共同編集機能の活用

⇒ワークシートを端末で共

有することで、個人、班、全

体での交流が短時間で行え

ます。

サイクリングコースを通行する

とき、早くゴールするのは、１

と２のどちらのルートか？

B
ルート２



◆仮説が正しかった場

合の観察、実験の結

果がどのようになる

のかを見通し、他者

と交流する場を設け

ましょう。

観
察
・
実
験

○仮説と照らし合わせながら観察、実験する

○得られた結果を整理する

結
果

◆結果を分析しや

すくするため

に、得られた数

値等を表などに

整理させましょ

う。

考

察

○得られた結果を「結果の見通し、仮説」と照らし合わせる

①まとめるために、

得られた結果を、

自分の「結果の見

通し、仮説」に照

らし合わせましょ

う。

②結果が自分の仮説

と違っていた場合

は、他の人の「結果

の見通しや仮説」と

比較し、振り返る場

を設けましょう。

【ＩＣＴの活用】

・デジタルホワイトボード機能等を活用した交流
結

論

○問題に正対した内容でまとめる

より妥当な考えをつくりだす力

【結論】
１と２のルートでは、水平面での小球の速さは２
の方が大きいため、２のルートの方が早くゴール
する。

◆結論は、結果（事実）から考えられる

ことを基に、問題に正対した文章で表

現させましょう。

A B C

結果の見通し

◆自分の実験方法や結果の妥

当性を確かめるために、他

の班と実験の様子を交流さ

せましょう。 私たちの班は、ルート２の方が早く到着したけれ

ど、あなたの班の結果は？

結果 結果の見通し

計測地点

結果（各地点の瞬間の速さ）

A B C

【考察】① 結果より、

結果の見通しと照らし合

わせると、予想どおり、

ルート２が先にゴールし

たが、その根拠が不十分

である。

【考察】② 〇〇さん達の班は、区間AとCは距離と各地点の速

さが違い、比較するための条件がそろっていないけれど、区間Bに

ついては、同じ距離なので、区間Ｂで計測した各地点の速さが大き

いルート２の方が区間Bをより早く通過したと結論付けていたよ。

【考察】ルート１よりルート２の方が早く到着した

（事実）。区間 Bでは、距離は等しいが平均の速さが

大きい分だけ、ルート２がルート１より早くゴールす

る（解釈）。

【ＩＣＴの活用】Ｂ１

・スライド等を活用したまとめや振り返りが行えます。

結果（各区間の距離）

【事実】ルート

２の鉄球が早く

ゴールした。地

点１～７を比較

すると、地点１

と７は同じ速さ

だけど、ほかの

地点は違うこと

が分かった。

ルート２の方が早く到着し

たら、それぞれの地点の速

さも大きいはず…。区間A

は下り坂だから、ルート１

と比較して瞬間の速さが大

きいことが原因ではないだ

ろうか？

考察から生ま

れた新たな疑

問！

【考察】② ルート２がなぜ、

ルート１より早くゴールできたの

か、区間ＡとＣについて根拠をも

って考察するには、さらに条件を

制御した実験を考える必要がある

よね。例えば、各区間を通過する

時間を測定する方法を考える必要

がありそうだね。

解決の方法を発想する力

各区間の実験結果は？

ルート２の区間Ａは下り坂なので、

ルート１よりも速さが大きくなり、

地点⑦まで、ルート２の方が速さが

大きいので、ルート２の方が速くゴ

ールするのではないか？

【ＩＣＴの活用】Ｃ２

・フィグジャムなどのホワイトボードアプリケーション等を活用して意見整理が行えます。

①
⑤③ ⑦⑥④②



ポイント

活用例１

活用例２

例：中学校３年生「地球と宇宙」
俯瞰的な視点で地球のモデルを提示

したり、日中では観察が難しい天体を
アプリケーションを使って再現して提
示します。

◆再現が難しい現象を、シミュレーションしたり、アニメーション
や動画を用いたりして提示します。

例：小学校３年生「葉をだしたあと」
植物の成長を写真等で記録しておき、

成長した過程を提示します。

小さなものを拡大したり、より詳しく見せる
ことで、児童生徒の新たな気付きや出会いに
つながるとともに、端末で共有することで、
児童生徒が自分の手元でじっくりと確認する
ことができます。

◆図表などを大きく提示します。

児童生徒がある自然事象（自然事象には日常生活に見られる現象
も含まれる）と出会う場面。児童生徒がそれらを科学的に問題解決
（探究）しようとする態度を育むことが大切です。
直接体験が基本ですが、児童生徒の学習の場を広げたり、学習の

質を高めたりするためにＩＣＴを活用することが考えられます。

黒板に図表を投影

することで、直接書

き込むこともでき

ます。また、児童生

徒は端末で共有す

ることもできます。

植物の成長過程における過去の状態と
現在の状態を比較する際には、成長過
程を写真等で記録、蓄積することで、
容易に比較することができます。

星座早見ARを

活用すると日

中でも擬似的

に星座を観測

できます。

地球と他の天体との位置関係を再現した
シミュレーション、アニメーションや星
座を疑似的に観測できるアプリケーショ
ンによって、直接体験が難しい現象でも
視覚化することができます。



ポイント

活用例１

活用例２

例：中学校３年生「自然環境の調査と保全」
ＡＩテキストマイニングなどを使って、

身近な環境問題について知っていることを
共有することができます。

◆クラスルームなどのメッセージ機能を活用して、自分の考えを
学級全体で効率よく共有できます。

例：小学校５年生「月の位置の変化」
日常の経験から月の見え方で知ってい

ることを交流することができます。

自然事象に対して、気が付いたことや疑問点
をグループ等で出し合って、理科の見方・考
え方を働かせながら、ホワイトボードアプリ
ケーション等で整理することで、解決するべ
き問題を明らかにしていくことができます。

◆フィグジャムなどのホワイトボードアプリケーションを活用して、複数の意見や考
えを整理することができます。

児童生徒がある自然事象（自然事象には日常生活に見られる現象
も含まれる）から、問題を見いだす場面。児童生徒は、理科の見方
・考え方を働かせることが大切です。
児童生徒が意見交換、議論をしながら問題を見いだす１つの手段

としてＩＣＴの活用が考えられます。

自分の知識だけでなく、他の児童の知
っていることを他者参照することで、
問題を見いだすきっかけとなります。

学級全員の考えを共有できるだけでなく、
どのような考えが多いかを把握すること
で、共通して疑問に感じていることなどを
問題とした授業展開も考えられます。

全員の考えを集約でき

るだけでなく、どのよ

うな考えが多いかな

ど、視覚的に分かりま

す。

児童生徒の考え

を整理する場面

では、ホワイト

ボードアプリケ

ーションを思考

ツールとして活

用できます。



ポイント

活用例１

活用例２

例：中学校３年生「水中ではたらく力」
スプレッドシート等の共同編集機能を活

用し、浮力の大きさの要因は何かについて
仮説を立て、学級全体で共有させた後、改
めて自身の仮説を見直しすることができます。

◆クラスルームとスライド、スプレッドシートの共同編集機能等を組
み合わせて活用し、個人の考えを学級全体で効率よく共有すること
ができます。

例：小学校４年生「もののあたたまり方」
水のあたたまり方について、図を用いた予

想を学級で共有させた後、改めて自身の仮説
を見直しすることができます。

単元の導入などで、端末を活用して事前に教師
が児童生徒に予想を入力させ、授業で児童生徒
の予想をグラフ化して提示することなどの工
夫をすることにより、児童生徒の予想を視覚的
に分かりやすく伝えることができます。

◆フォームなどを活用して、事前に予想を集約することがで
きます。

問題を解決するには、何を明らかにすればよいかといった仮説を
立てる場面。（場合によっては、予想だけのこともある。）児童生徒
は、科学的な根拠をもって仮説を立てることが大切です。
科学的な根拠を明確にするために、意見交流を図る手段の１つと

してＩＣＴの活用が考えられます。

端末にワークシートを配付して、予想を図と
文章で記入させ、全体で共有することができ
ます。また、その際に、根拠を書かせたり、
同じ予想を色分けさせたりすることなどもで
きます。

ＩＣＴを活用することで、学級全体の考え
を短時間で共有できます。また、自分だけ
では仮説を立てることが難しい生徒にとっ
ては、他者参照することで、仮説を考える
きっかけとなります。

火が近いから下からあたたまる

児童生徒の考えを集約

して容易にグラフ化す

ることもできます。

教師が、児童が考えた同

じような予想を、色分け

して提示することで、児

童は、どのような予想が

あるかを把握しやすくな

ります。



ポイント

活用例１

活用例２

例：中学校１年生「身のまわりの物質」
生徒が考えた実験器具の使用方法につ

いて、スライドや Canva などを活用して、
図で表現することができます。

◆クラスルームとスライドやフィグジャムなどのホワイトボードアプ
リケーションを組み合わせて実験の計画を立てることができます。

例：小学校６年生「水溶液の性質」
５種類ある水溶液の性質の違いを確か

める方法をスライドの共同編集機能を
使って考えることができます。

児童生徒が学習の流れをデジタルポートフォ
リオ等に記入することで、児童生徒が見通しを
もって仮説を検証できます。一方、教師は、児
童生徒の思考の流れを、把握することができま
す。

◆デジタルポートフォリオ等を活用して、児童生徒に対して、見通しをもたせること
ができます。

仮説を検証するための、観察・実験をどのように行うかを計画す
る場面。児童生徒は、しっかりと見通しをもつとともに、実証性・
再現性・客観性の側面から科学的な根拠をもつことが大切です。
児童生徒が、見通しをもって検証を進めることができるように

ＩＣＴを活用すること等が考えられます。

生徒が考えた実験方法をまとめた図をク
ラウド上に蓄積することで、生徒は関連
する実験や同様の実験を計画する際に、
クラウド上にある図を活用することがで
きます。

デジタルポート

フォリオの蓄積

は、スタディ・ロ

グとして活用す

ることにつなが

ります。

▶密度の違いを見分ける

質 量 を

調べる

体 積 を

調べる

水溶液の性質の性質を調べる方法は、実験
で確かめることができるものか、また、人
や場所等を変えても実験を行うことがで
き、結果を比較できるか等を考えさせるこ
とで、実証性・再現性を意識させるととも
に、同じ実験方法を複数班で行うことによ
り、より多くの児童が納得する結果が得ら
れます。

クラスルームなどを活用

することで、学級全体で実

験方法を共有することが

できます。



ポイント

活用例１

活用例２

例：中学校２年生「天気とその変化」
前線のでき方の実験を撮影し、スロー

再生して確認することで、変化の様子を
詳しく観察することができます。

◆写真や動画撮影機能を活用して、観察・実験の結果を記録すること
ができます。

例：小学校３年生「植物を育てよう」
植物の葉の観察などでは、観察したも

のを写真に記録するとともに、拡大機能
を利用して詳しく観察することができます。

観察・実験を安全に行うことは、理科の授業
において、重要な要素です。児童生徒が実際
に扱う実験器具等を用いて、操作方法や注意
点の動画を作成しておくことは、ＩＣＴの効
果的な活用の方法のひとつです。

◆実験を安全に行わせるために、実験器具の操作方法や観察・
実験の注意点などを動画で作成します。

児童生徒が検証計画に沿って、仮説を検証するための観察・実験
を行う場面。児童生徒は、安全に配慮しながら観察・実験を行うこ
とが大切です。
観察・実験の記録について、ＩＣＴを活用することが考えられま

す。

観察したものを写真に記録することで、
植物の成長の過程を容易に比較するこ
とができます。

実験の様子を動画に記録することで、繰
り返し実験の様子を見たり、再生速度を
変えて、観察したりすることで、より詳
しく調べることができます。

実験の様子を動画に記録

することで、違う種類の前

線の様子を比較して観察

することができます。

端末で視聴できる

ようにしておくこ

とで、いつでも確認

することができま

す。








